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地方創生の取組が全国で進んでいます。しかし、依然として地方の人口減少に歯止めが
かかっておらず、東京への一極集中の傾向が続いています。

特に進学や就職を機に地方から東京圏へ転出する若者が多く、
政府では地方出身学生等の地方還流や地元在住学生の地方定着を促進するため、

産官学を挙げて、地元企業でのインターンシップの実施等を支援する
「地方創生インターンシップ事業」を推進しています。

本シンポジウムでは、地方創生インターンシップの意義などについて、
地方公共団体・大学・企業などが集まり、事例発表や推進への提言を行ってまいります。

参加者
募集
入場無料

会　場

JR九州ホール
福岡市博多区博多駅中央街1-1
JR博多シティ9階（博多駅直結）

定　員

300名
どなたでも参加できます
※申し込み多数の場合 先着順

日　時

平成30年2月7日　
13：30～16：30（開場13：00）

水

主　催：内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局　　共　催：西日本新聞社
後　援：福岡商工会議所、共同通信社、全国地方新聞社連合会

パネルディスカッション

パネリスト：事例発表者 4名
コーディネーター
岡崎 仁美氏 （株式会社リクルートキャリア 就職みらい研究所 所長）

開会挨拶・政策説明

閉会挨拶

参加申し込みは
裏面をご覧ください

古賀 信行氏
基調講演

地方創生インターンシップの取組事例発表

　　　　　 （地方創生インターンシップ推進会議委員・
日本経済団体連合会副会長・野村ホールディングス会長）

田上 喜之氏 （九州・山口ＵＩＪターン若者就職促進協議会会長・福岡県福祉労働部労働局労働政策課長）

浦崎 太郎氏 （大正大学 地域構想研究所 教授）
源田 泰之氏 （ソフトバンク株式会社 人事本部 採用・人材開発統括部 統括部長）

田中　勲氏 （NPO法人G-net 副代表理事 採用・就職支援事業部 部長）

●当日プログラム



［FAX専用参加申込用紙］ 必要事項をご記入の上、
このままFAXにてお送りください。FAX:092-731-5210

氏　名 ふりがな

〒

歳

‒

（　　　）

① 氏　名 ふりがな

住　所（参加証送付先） 電話番号
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歳

年　齢 学校名・職　業

名

参加人数 学校名・職　業

↓一緒に参加される方の氏名、年齢、職業をお書きください。

※応募者の個人情報は、当シンポジウムの運営のみに使用します。

地方創生インターンシップ
推進シンポジウム

参加者
募集
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参加希望の方は、①郵便番号②住所③氏名④年齢⑤学校名・職業⑥電話番号⑦参加人数をご記入
のうえ、ハガキ、FAX、WEBのいずれかでお申し込みください。先着順に参加証をお送りします。
（定員になり次第、締め切ります。）※応募者の個人情報は、当シンポジウムの運営のみに使用します。

●お申し込み・お問い合わせ先
「地方創生インターンシップ推進シンポジウム」事務局
〒810-8721（住所不要）西日本新聞社 業務推進部内

FAX：092ｰ731ｰ5210（24時間受付） ※「地方創生インターンシップ推進シンポジウム」と明記ください。
WEB：https://www.nishinippon.co.jp/cp/18/internship
お問い合わせ：092ｰ711ｰ5490（平日9：30～17：30）

●定　員　先着300名（参加無料） ※申し込み多数の場合、先着順となります。
●応募締切　平成30年1月31日（水）必着

応募方法応募方法
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